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前国土交通省砂防部長より退任のご挨拶 
 

会員のみなさま 
 
梅雨曇りが夏空に変わり、今週末にはオリンピックが開催されます。みなさま

におかれましてはお元気でお過ごしの事と存じます。 
さてこのたび、７月１日付で砂防部長を退任しました。熱海市での土砂災害

には直後である故、忸怩たる思いがあり心が痛みます。これまで、みなさま方か
ら数多くのご厚情を賜りありがとうございました。地域での取り組み、提案・要望
をはじめ砂防行政に対する激励を頂戴し、たいへん有意義で密度の濃い２年
間でした。心より感謝申し上げます。 

 
ここ数年間大きな土砂災害の対応にあたって参りましたが、建設されていた

砂防施設が命を救ったと地域から報告を頂戴するたび、喜びとともに施設の重
要性を広報し続けてきたところです。データでも明らかなように、近年災害は激
甚化・広域化しています。これらを伝えるメディアもより丁寧・確実に事象を扱う
ようになったと思います。中でも住民避難に関する情報発信は確実に行われる
ようになり、自然災害に対する理解と行動が随分と高まってきたように感じてい
ます。この狭い国土で生活するには危険な箇所と上手に付き合っていく必要が
あり、これからも地域の方々の理解を得る努力を続け、引き続き土砂災害によ
る犠牲者を無くして参りましょう。 

 
このような状況下、「事前防災が重要」との声が、被災された地域のみならず

全国各地から寄せられました。 これら要請によって「防災・減災、国土強靭化
３か年緊急対策」が、そして「５か年加速化対策」の実施が決定し、事前防災に
対する高評価が事業費の劇的増加への道筋となりました。砂防事業がこれま
で以上に進展することを嬉しく感じる一方、必要な施策を推進する重責に身の
引き締まる思いでありました。 

 
今後は様々な課題に対し、後任の三上砂防部長が舵取りを行います。どう

ぞ引き続き砂防関係行政に対してご支援、ご協力を賜りますよう、また、地域の
声が新たな施策の実現につながるよう、多くのご要望を頂けますようお願い申し
上げます。最後になりましたが、みなさま方の益々のご健勝と、地域の発展をご
祈念申し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。 

 

 
                         今井 一之 
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新国土交通省砂防部長より就任のご挨拶 
 

会員のみなさま 

 

東京では先週梅雨明け宣言が発出され、夏本番を迎えております。 会員の 

みなさまにおかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

７月１日付で砂防部長を拝命しました三上と申します。「SABO NEWS LETTER」

の紙面をお借りし一言ご挨拶申し上げます。私自身のこれまでの行政経験を活か

しつつ、みなさんと一緒に砂防行政のさらなる推進に努めてまいります。 今井一之

前砂防部長同様に、どうぞよろしくお願いします。 

 

さて、近年は気候変動の影響もあり自然災害の激甚化、広域化が指摘され、 

土砂災害の発生件数も増加傾向にあります。本年も７月 3 日に静岡県熱海市で 

発生した土石流災害をはじめ、各地で土砂災害が発生し、尊い人命と貴重な財産

が失われるばかりでなく、社会経済活動に甚大なダメージがもたらされております。

申し上げるまでもなく、砂防堰堤の整備をはじめとするハード対策の推進による 

「いのちとくらしを守る」ことに加え、警戒避難体制の充実・強化による人的被害の

回避が重要です。 

もとより国土交通省砂防部のミッションは、全国の地方整備局等と力を合わせ、

都道府県・市町村のみなさまと連携・協力し、土砂災害の防止・軽減にあたることに

あります。 みなさまにおかれましては地域の実情をお聞かせいただき、課題克服

に向けた施策提案をいただき、砂防関係事業の推進へのご理解とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 昨今、コロナ感染症対策の関係でオンラインシステム

も駆使して関係方面への情報発信にご尽力いただいているところであります。 

みなさまにはたいへんなご不便をおかけしますが、引き続きよろしくお願いします。

国土交通省砂防部といたしましては、いただいたご提案等を砂防行政にしっかりと

活かすべく取り組んでまいります。 

 

全国的には梅雨期も一段落しましたが、このあとに続く台風期への備えも重要で

す。今一度防災体制を確認いただき、土砂災害の防止・軽減に向けた体制強化を

お願い申し上げます。末筆ながら、みなさまの益々のご健勝と、安全・安心に根ざ

した地域のさらなるご発展を祈念して、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 

                      令和３年７月  

国土交通省 砂防部長  三上 幸三 
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（一社）全国治水砂防協会理事長 挨拶 
 

 

会員の皆様へ 
 

この 7 月 1 日付で異動になられた前砂防部長今井様と三上新砂防部長よりご挨拶をいた
だきました。今井様、ありがとうございました。また、三上部長には砂防行政のさらなる進展に
引き続きのご尽力をお願い申し上げます。 
 
 さて、東京では梅雨が明け、盛夏を思わせる日差しが照りつけております。今年の梅雨前線
豪雨では熱海市で土石流災害が発生し、現在も行方不明者の捜索活動が続いております。
お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りし、被害にあわれた皆様に心からお見舞いを申し上
げます。 
 

ご承知のように、この熱海市の災害は、通常の自然災害とは異なり、谷上部の盛土の存在
が明らかになったため、非常に特異な災害となっております。今後どのような方向に話が進む
のか注視していく必要があります。今回の災害からの教訓をもとに、必要な対応を考えていか
ねばなりません。 
 
 また、今月中旬には、ヨーロッパのドイツ西部やベルギーなどで、記録的な水害が発生して
おります。被害の全容はまだわかりませんが、地球温暖化のもたらす負の影響が、人の存在
を脅かす気象現象となって世界中で猛威をふるっております。警戒避難体制の整備などソフ
ト対策も含めた国土の強靭化がさらに求められています。 
 

このような状況も踏まえ、7 月 1 日に開催しました当協会主催の実務者講習会を、オンライ
ンで配信することといたしました。防災教育や住民の避難行動、災害時の危機管理対応など
のテーマは、まさに市町村の担当者にとって有意義な内容です。3 名の講師のご好意で実現
した企画ですので、是非ご覧くださいませ。詳細は協会の HP に記載させていただいておりま
す。皆様の地域の防災力強化に役立てばうれしく思います。 

 
 時節柄、どうかご自愛くださいますように。 
 
 

令和 3 年 7 月 20 日 
 

一般社団法人 全国治水砂防協会 
理事長 大野 宏之 
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